








平成２７年度上下水道事業トピックス

日 本 水 道 協 会 京 都 府 支 部 総 会 を開 催 （平 成 27 年 5 月 22 日 ）

5 月 22 日、府内市町村の水道事業職員らで構成する、日本水道協会京都府支部の総会

が、イオンモール京都桂川のイオンホールで開催されました。支部長の門川・京都市長

をはじめ約 80 人が出席し、平成 27 年度の事業計画と予算を承認しました。

本市は開催市として会議に携わり、安田市長が開催地代表としてあいさつしました。

会議では、活発な議論が交わされ、水道の更新・耐震化や鉛管の早期解消などについ

て、国に対し財政支援を要望することが確認されました。

「カラカラで 蛇 口 に飛 び込 む 僕 の口 」 6 月 1 日 から水 道 週 間

（平 成 27 年 6 月 1 日 ）

水道週間（6 月 1 日から 7 日）に合わせて、6 月 1 日、阪急東向日駅周辺やＪＲ向日

町駅周辺で街頭広報活動を行いました。

水道への理解と関心を高め、公衆衛生の向上と生活環境の改善を図るために制定され

た水道週間は今年で 57 回目。全国一斉に展開されています。

安田市長をはじめ、市指定上下水道協同組合員ら約 15 人が広報チラシなどを手

渡し、水の大切さを呼びかけました。



いつでも安 全 な水 を 小 学 生 が浄 水 場 見 学 （平 成 2 7 年 5 月 1 9 日 ）

５月 19 日、洛南高等学校付属小学校の４年生 88 人が物集女西浄水場を訪れ、設備の

見学と講義を通して、浄水処理の様子や水が家庭に届くまでの過程を学びました。

見学では「プールのにおいがする」「処理する前もきれい」とさまざまな発見をしま

した。職員が説明をすると、「作っている水はどこから来るのですか」などの質問があ

り、興味を持って聞き入っている様子でした。

また、災害時に使用される給水車からの水くみも体験し、重力による給水とポンプを

使用した給水の勢いの違いを体感しました。児童は、浄水場の管理と備えにより、安全

な水が常に供給されることを確認しました。

６月末までに、洛南高等学校付属小学校を含め、市内６小学校の児童５１８人が浄水

場の見学に訪れました。

小 さな頭 に、大 きなヘルメット 雨 水 幹 線 「石 田 川 1 号 幹 線 」見 学 会

（平 成 27 年 7 月 31 日 ）

浸水被害の解消に大きな役割を果たす「石田川 1 号幹線」の見学会が 7 月 31 日に開

催され、親子らが参加しました。

石田川 1 号幹線は、深田川橋公園から京都向日町競輪場駐車場の地下に造られた、直

径 3.25 メートル、総距離約 1.4 キロメートルの雨水貯留トンネルです。

参加者は、職員から説明を受けながら、台風 11 号による痕跡の残るトンネル内部約

300 メートルを見て歩きました。参加者からは「普段入ることができない貴重な場に入

ることができ感慨深い」などの声が聞かれ、和やかな雰囲気のなか、市民の暮らしを守

る雨水幹線について理解を深めました。


